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仏沼におけるチュウヒの繁殖記録 
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はじめに 

仏沼では1979年にはじめて繁殖期にチュウヒ Circus spilonotus が観察された．それ以降は毎

年，蛯名純一氏によってチュウヒのつがい数を把握するための観察が続けられてきた．チュウヒは現

在，絶滅危惧ⅠB類の鳥類であり，全国における繁殖つがい数は少ないため，仏沼はチュウヒに

とって重要な場所であると考えられる．そのため筆者は，仏沼におけるチュウヒの生息状況を明らか

にするために，2006年からチュウヒの繁殖つがい数や繁殖期の行動圏の広さなどを確認する調査を

行なっている．日本におけるチュウヒの繁殖状況については，八郎潟干拓地（西出 1979）や北海道

石狩川流域（樋口ら 1999）などが報告されているがあまり多くなく，チュウヒの保護対策を考えるうえ

でさらに資料が増えることは重要であると考えられる．このような見地から，ここでは1979年からの蛯

名氏による観察記録に，筆者による2006年の調査結果を加えて，1979年から2006年までの仏沼に

おけるチュウヒの繁殖状況を報告するとともに，仏沼におけるチュウヒの営巣環境やつがい数につい

て若干の考察を行なう． 

 

調査地および調査方法 

仏沼は青森県三沢市の東北部，太平洋と汽水湖である小川原湖にはさまれた場所 (北緯40度，

東経 141度)に位置し，その広さは南北に約 2km，東西に約 1kmである．仏沼は1963年から26haの

水田と 191haの畑地が造成されはじめたが，農地には適さなかったことから造成は中止され，現在

は 222haが湿地として残っており，排水のために常時稼働しているポンプと毎年 4月中旬に行なわ

れている火入れによって，遷移途中の植生環境が維持されている．現在の植生環境は，ヨシ 

Phragmites communis が優占する低層湿原からなっている．純群落におけるヨシの高さは 2.5ｍ以

上になるが，一部のヨシ原は土壌条件や地下水位などの影響により成長が悪く，純群落ほどの草丈

にはならない（オオセッカの生息環境研究グループ 1999）．水路に囲まれた内側の湿地が仏沼で

あるが，その周囲には田畑や休耕田が広がっており，西側には小川原湖が広がっている (図 1)．仏

沼は中央部に向かうほど土地が低くなっており，それにともなってヨシの背丈が高くなっている．ま

た，仏沼にはいくつかの池沼があるが，水量の増える 4月から 6月にかけては，冠水するヨシ原の面
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積が仏沼全域で増加する．仏沼には東西南北に砂利舗装の広い農道が通っており，さらにそれを

細い農道が湿原を碁盤状に区画している（図 1）． 

仏沼におけるチュウヒの観察は，1979年の初確認から2005年まで蛯名氏により行なわれた．蛯名

氏の観察はつがい数を把握することが目的であったため，観察日数，観察した場所や行動等の正

確な記録は残っていない．筆者が行なった2006年の調査では，繁殖期である 4月から 8月の間に

のべ30日間の観察と調査を行なった．観察時間は 1日に 2～3時間ほどで，観察時間帯は日によっ

て違ったが，できるだけ朝方に行なった．観察は，おもに仏沼の南にある橋の上や西にある観察台

から，双眼鏡またはスコープによる目視観察を行なった (図 1)．観察時の観察者とチュウヒの距離は

平均で 1km未満だったが，実際にはヨシによって見通しがきかないところもあったため，見落としの

あった可能性があった．調査ではチュウヒの巣材運搬や給餌行動を中心に観察を行なったが，個体

識別は行なわなかった．巣の位置を特定するにあたっては，ヒナへの給餌と考えられる，チュウヒが

同じ場所に何度も降り，かつ運んできた餌を手放してすぐに飛び立つ行動が観察された場所を巣

の位置とみなした．また，そのうちのいくつかは実際に踏査を行ない，巣の発見を試みた． 

図 1.  仏沼の環境および観察場所と調査地の区分． 

Fig 1.  Observation point and four areas (A～D) of the study site. 
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図 2.  1979年から2006年の繁殖期におけるチュウヒの個体数と観察率. 

Fig 2.  Number of harriers and observation rate in the breeding seasons from 1979 to 2006. 

注） 

＊：繁殖期にチュウヒの生息を確認したが，個体

数は記録に残っていない． 

＊：Harriers were detected in the breeding 

season but the number was not recorded. 

※：つがい形成以降の繁殖行動を確認したが，

個体数は記録に残っていない． 

※：Breeding behavior was observed after pair-

forming but the number of harriers was not 

recorded. 

灰色の棒グラフで示された2002年～2005年は最

大確認個体数の記録が残っていなかった．

しかし，つがい数の記録は残っていたた

め，便宜上，つがい数を2倍した個体数を

最大確認個体数として示している． 

The maximum number of observed birds was not 

recorded from 2002 to 2005, but the 

number of pairs was recorded and the 

double of the pair number was shown as 

the maximum, which was indicated by 

shaded bars. 

チュウヒの行動位置や巣の位置を説明するにあたっては，東西南北に貫く広い農道により仏沼を

便宜的にA～Dの 4つに分け，それぞれの区画をA地区，B地区などと表した（図 1）．また，4月から 

8月における仏沼での観察記録のうち，チュウヒが観察された日数と総観察日数が分かる年につい

ては，チュウヒが観察された日数を総観察日数で割った観察率を示した． 

 

結果および考察 

仏沼における繁殖期のチュウヒは1979年にはじめて 1羽が確認され，その後は1995年まで 1～2

羽の状況が続いた（平成 5年度三沢地区公共牧場基礎調査報告書 1994）．しかし，巣立ちビナを

確認した1997年には繁殖期に 5羽のチュウヒが確認された (図 2)．仏沼でのチュウヒの観察率は

1987年，1991年，1992年，1995年は 0～30％だったものが，1996年に67％となった (北里大学自然

界部 未発表)．1999および2002年以降は 8羽前後が安定して観察され，観察率も2001～2003年は 

100％となった． 

本調査地で繁殖を示唆する最初の記録は，1981年の巣材運搬であった(平成 5年度三沢地区公

共牧場基礎調査報告書 1994)．しかし，この後は繁殖を示す行動は観察されなかった．最初に繁

殖の成功を確認したのは，1997年 8月の巣立ちビナの確認であった（表 1）．しかし，営巣数や詳し
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い巣立ちビナの数は確認されなかった．1999年には 7月 4日に １巣 4羽の巣内ヒナが確認され，そ

のうち 3羽が巣立ったことが後に確認された．さらに 7月20日には別の巣で 3羽のヒナが巣立ったこ

とが確認された．2000年と2001年は観察を行なったにもかかわらず巣やヒナについての記録は残さ

れていないが，つがい形成以後の繁殖行動は観察された(蛯名 未発表)．2002年には 5巣でヒナへ

の給餌行動が観察されたが，その後の巣立ちビナは確認できなかった．この年は育雛期間中に大

雨が降り，それによって巣が冠水して繁殖に失敗した可能性があった．2003年には 4巣でヒナへの

表 1.  仏沼におけるチュウヒの繁殖状況．－は調査できなかったために数が不明であることを示す． 

Table. 1.  Breeding status of Eastern Marsh Harriers in Hotokenuma Marsh.  - shows the number is unknown 

due to lack of studies. 

年 つがい数 営巣数 巣立ちビナ数 観察内容

Year
No. of
pairs

No. of nests
No. of

fledglings
Observation notes

巣材運び

Carrying of nest materials

ディスプレイ行動

Courtship displays

餌をねだる巣立ちビナ

Fledglings begging for food

巣立ちビナは 6羽以上の可能性がある

Probably more than six young fledged

給餌行動はみられたが巣立ちビナはみられず
（大雨のため巣が冠水し繁殖失敗したと思われ
る）．

Feeding is observed but no fledglings are
detected. (Nest failure due probably to the
heavy rain)

ヒナへの給餌行動

Feeding chicks

ヒナへの給餌行動

Feeding chicks

4つがいでヒナへの給餌行動

Feeding chicks in four pairs

巣立ちビナは 3羽以上の可能性が高い

Probably more than three young fledged
2006 4～5 3

5（うち 1巣は産卵前に放
棄）
(One deserted before egg-
laying)

5（うち 1巣は産卵前に放
棄）
(One deserted before egg-
laying)

2005 5 ‐

2004 3 3 ‐

2003 4 4 ‐

2002 ‐ ‐ ‐

1999 ‐ ‐ 6

1997 ‐ ‐ ‐

1989 ‐ ‐ ‐

1981 ‐ ‐ ‐
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給餌が確認された．2004年にはB地区の 1巣，D地区の 2巣でヒナへの給餌が観察された．2005年

にはB地区の 1巣，D地区の 3巣でヒナへの給餌が観察された．また，C地区の西側外の湖岸でも 1

巣確認されたが，産卵前に放棄された．なお，2001年から2005年にはヒナの数についての確認は

行なわれなかった．2006年にはD地区で 2巣を確認し，7月28日には巣の近くで 1羽の巣立ちビナ

を，8月 3日には別の巣の近くで 2羽の巣立ちビナを確認した．ほかにも，B地区の 1巣，A地区の西

側外の休耕田の 1巣でヒナへの給餌が観察されたが，調査終了の 8月 3日までにヒナの数は確認

することができなかった．なお，A地区では 6月に 2回の巣材運搬を確認したが，その後に繁殖を示

す行動は観察できなかった． 

巣の位置が特定されたのは2004年から2006年の間に計12巣あった．それらの巣は，農道から平

均57±17ｍの距離に作られていた．また，巣の位置は，仏沼の全域に分散しているのではなく，特

定の地域に偏っていた．すなわち，このうち54％はD地区であり，23％はB地区であった．この二つ

の地区に共通していることは，巣の周りに水が多いことであった（図 1）．巣のまわりの水深は約35cm

であったが，場所によっては地面がぬかるむ程度の水しかない所もあった．特に営巣が多く確認さ

れたD地区は，他の地区より冠水したヨシ原や開放水面が多く，ヨシの高さが 2.5ｍを超える群落が

多かった．なお，D地区は営巣地としてだけではなく，狩り場としてもよく利用された． 

以上のように，仏沼ではチュウヒは，少なくとも1997年から毎年繁殖している．東日本における代

表的な越冬地として知られる渡良瀬遊水池では，大規模な火入れが原因でチュウヒが繁殖できない

らしいことが指摘されている（平野ほか 2003）．一方，仏沼では，火入れが行なわれているにもかか

わらずチュウヒは毎年繁殖を行なっており，しかも火入れ前にすでに巣作りをはじめている．このよう

な状況の下でチュウヒが繁殖しているのは，仏沼が水の多い湿潤な環境であることと関係していると

考えられる．仏沼には冠水もしくは湿った土壌が多く，年によって多少変動するものの40％程度のヨ

シが焼け残る．そのために，チュウヒが営巣地として好むヨシ原は，火入れ後も焼けずにまとまって

残っていた．結果として火入れは，チュウヒの繁殖行動に対し著しい影響をおよぼしていないと考え

られる．このことから，仏沼における冠水域の多さはチュウヒの繁殖にとって重要な環境要因と考えら

れる．しかも、この水の多さは営巣場所の選択の上からも重要であることが示唆されている．すなわ

ち，チュウヒが営巣場所によく利用する場所は地域的な偏りがあり，水の多いD地区が多く利用され

た．このことは，営巣地点が農道の近くにあり，人やその他のヒナを襲う捕食者が巣に近づきやすい

環境になっているため，それらの進入を避けるために水辺の環境に多く営巣するのではないかと考

えられる．一方，ヨシの丈が高ければ空からの捕食者がチュウヒの巣を見つけにくくなるのではない

かと思われた．しかし，実際にチュウヒの巣の高さである地上50cmほどから空を見上げた場合，巣か

ら約 1.5ｍ離れたところからでは空が20％ぐらいしかみえなかったのに対して，巣の上からでは70％

ほどみえたことから，ヨシの丈が高くても上空の捕食者からはチュウヒの巣がよくみえるのではないか

と考えられる(多田 未発表)．したがって，ヨシの高さは，上空からの捕食者に対して営巣地の選択に
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影響されないのかもしれない． 

ところで，1990年代後半にみられたチュウヒの繁殖個体数の増加をもたらした原因は，現在のとこ

ろ正確には分かっていない．繁殖期にチュウヒが確認されるようになってからも，仏沼の環境自体に

は大きな変化はみられていないが，近年になって仏沼の周辺に休耕田が増加した．そのためネズミ

類などが増え，食物環境が改善した可能性が考えられる．しかし，ここ数年はつがい数の変化があ

まりみられないことや，特にD地区を中心に仏沼での営巣数は過密気味であることから，現在の環境

においては仏沼のチュウヒのつがい数は飽和に達しているのではないかと考えられる． 
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Breeding record of Eastern Marsh Harrier Circus spilonotus in Hotokenuma Marsh, 

Aomori Prefecture, northern Japan 

 

Hideyuki Tada 

Nature club, 35-1 Higashinijyusanbancho, Towada, Aomori 034-0021, Japan 

 

Marsh Harrier have been observed in the breeding seasons in Hotokenuma Marsh (222 

ha), Aomori Prefecture, northern Japan, since 1979.  There was no marked change in the 

harrier population from 1979 to 1995.  The harrier nests were not uniformly distributed 

across the marsh but concentrated in particular areas that had larger patches of flooded reed 

bed and open water surface.  The marsh has not undergone a major change but fallow rice 

fields have recently increased around the marsh.  The study showed little change in the 

number of breeding pairs and nest concentration in particular areas in recent years.  This 

suggests that the harrier population has reached its upper limit in this marsh. 

 

Keywords: Eastern Marsh Harrier, Marsh Hotoke, Breeding, Nesting environment 



94 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


